
７月１日（木）に、５・６年生を対象にして「水辺の安全教室」を実施しました。万が

一 お ぼ れ て し ま っ た 時 の 対 処 法 を 中 心 に 話 を聞 き ま し た 。 おぼ れ て し ま っ た時 に は 、「 静

かに浮いて救助を待つ」ことが大切だそうです。浮く方法として、ビニル袋を使う方法や、

ペットボトルを抱きかかえる方法を教えていただき、抱え方の実践も行いました。残念な

がら雨天になってしまったため、体育館での学習となりましたが、プールでペットボトル

を使用した浮き方の実践も行いたいと思います。


